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１ はじめに
本校は，淡路島の南端に位置した児童数
144名の小規模校で，校舎４階からは美しい
田園風景を望むことのできる地域にある。自
然豊かなこの土地で育つ子どもたちは，明る
く素直であるが，人間関係のトラブルやイン
ターネットによるトラブル等，人権にかかわ
る問題が起こっていた。
何が子どもたちの課題になっているのかを
明らかにするため，人権アンケートを実施す
るところから取組を始めた。結果からうかが
えたことは，子どもたちの自己肯定感や自己
有用感が十分に育っていないということで
あった。
そこで研究主題を「自分を大切に，人を大
切に」とし，子どもたちの自尊感情を高める
ための取組をすすめてきた。特に平成28年度
は特別活動について，人権教育の視点から改
めて活動内容を見直し，縦割り活動や児童会
活動で自己肯定感・自己有用感を高めていく
ことを中心に計画や指導を行った。
また，南あわじ市いじめ防止プロジェクト
として，児童会企画の「いじめ０！運動！」
を展開した。

２ 研究の内容
⑴ 縦割り活動「きたあまのよいこ」
本校では，８つの植物の名前とチームカ
ラーでなかよし班を設定している。

全校生がこの８班に分かれ，遠足や運動会，
集会活動など，年間通して様々な行事や活動
を行っている。

①春の遠足
１年生を歓迎するとともに，児童会が考え

たゲームに班対抗で取り組み，楽しく班の仲
間とのふれあいを深めている。出発前には，
遠足で楽しみにしていることや，めあてを発
表し，お互いに拍手を送って認め合うことで，
グループの一員としての自覚，所属感をもつ
ことができる。
なかよし班での初めての活動となる遠足に

おいて，班のメンバーと楽しく過ごすことで，
子どもたちは，これからのなかよし班活動に
期待を寄せ，班のみんなと協力していこうと
いう気持ちをもつことができている。
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②運動会
５月に，なかよし班対抗で行っている。６
年生を中心に，各班で応援合戦，替え歌・振
り付け・コールを考え，低学年に教えている。
学期の初めに集団行動を身につけ，集団の
一員としての自覚を高めることができ，高学
年には，自主性・創造性を養う良い機会になっ
ている。

③北小タイム（なかよし班遊び）
リーダーを中心に遊びを考え，どの子も楽
しく遊んで親睦を深めている。６年生は１年
生を教室へ迎えに行ったり，集合場所まで手
をつないで連れて行ったりしている。また，
低学年は，なかよし班遊びのある日を楽しみ
にしており，遊びに喜んで参加している。ど
ちらも，とても嬉しそうな良い表情を見せて
いる。
学期に１回はペア読書を計画し，上級生が
下級生に絵本の読み聞かせを行っている。
上級生は前もって一生懸命に練習し，本番
に臨んでいる。和やかな雰囲気の中で読み聞
かせが行われ，自然に「ありがとう」「楽しかっ
た」という言葉が交わされ，活動を終えてい
る。
縦割り活動を通して低学年は自分でできる
ことは進んでやり，困ったことは上級生に相
談する。中学年では，低学年に寄り添い，助
けながら上級生に協力する。高学年では集団
のリーダーとしての役割を果たし，グループ
をまとめるといった，それぞれの学年に応じ
た姿勢が定着し，次学年へとひきつがれるよ
うになっている。

同学年の中では十分な自己有用感を得られ
なかった児童も，高学年としてグループをま
とめ，低学年の世話をすることで，少しずつ
自信を持つことができている。

⑵ いじめ０！運動！（児童会活動）
児童会運営委員が中心となり，いじめ防止

や楽しい学校づくりを呼び掛け，本校が笑顔
いっぱいになるための活動を進めた。

①にこにこパトロール
休み時間の様子を児童会が観察し，楽しそ

うに過ごしている「にこにこポイント」を見
つけ，全校生に紹介する。紹介された学年に
は，にこにこバッジを渡した。もめごとが起
こっている場合は，話を聞いてあげたり，注
意を促したりした。にこにこパトロールをす
ることで，笑顔が増えたと話す児童が多くい
た。

②七夕集会～短冊作戦～
毎年行われている七夕集会に，保護者にも

短冊を書いてもらい，家庭を巻き込んだ活動
とした。

各家庭でいじめについて考え，本校を笑顔
いっぱいにするためにはどうしたら良いか話
し合ってもらい，話し合った内容を願い事に
して短冊に書いていただいた。児童会が数点
読みあげて紹介した。
心温まる短冊が多数寄せられ，保護者の願

いも全校生で共有することができた。
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▲ 寄せられた短冊



③みんなのステキ☆ツリー作戦！～みんなの
ステキを見つけてツリーをかざろう～
友だちのステキな行動を見つけ，カードに
書いてなかよし班のツリーに飾る活動を，人
権週間に合わせて行った。
・みんな，だれかが笑顔になるためにしてい
たこと（黄色カード）
・してもらって笑顔になったこと（オレンジ
のカード）
参観日を利用し保護者にも子どもたちのス
テキなところ（ハートのカード）を書いて，
飾ってもらった。

④家族でチャレンジ！なかよし連歌
家族で気持ちを伝え合う歌を詠み，完成し
た作品をふれあい参観に掲示した。

児童が家族へ気持ちを伝える発句（５・７・
５）を詠み，児童の歌に返答する形で下の句
（７・７）を家族に書いてもらう。
完成した全校生の作品が掲示され，学校中
が温かい雰囲気に包まれていた。保護者も掲
示された作品に見入り，各家庭の出来栄えに
楽しい会話で盛り上がっていた。

⑤ありがとう・にこにこ作戦！
リーダーとして活躍してくれた６年生への

感謝の気持ちをカードに書いて，６年生を送
る会の会場を飾った。チームカラーのにこに
こカードにメッセージを書き，裏面には，思
い思いのにこにこ顔を描いた。
８色のカードが会場をさらに華やかにして

くれ，入場してきた６年生も目を輝かせて喜
んでいた。

⑥あいさつ運動
学期初めの生活目標を「気もちよくあいさ

つする子」に設定し，児童会を中心に「あい
さつがんばり隊」としてあいさつ運動を行っ
た。運動中は「笑顔いっぱい！いじめ０！」
と書かれたのぼりを立てて，いじめ０！運
動！の意識付けを図った。
児童集会でがんばり隊の参加を呼びかけ，

あいさつ運動に自由に活動できるようにした。
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▲ なかよし連歌作品

▲ にこにこカード

▲ 児童会によるあいさつ運動



３学期には，高学年の様子を見ていた低・
中学年からの参加が増え，元気な挨拶で活動
を盛り上げてくれた。

⑦いじめ０！運動！だよりの発行
いじめ０！運動！を家庭と連携した活動に
するため，活動のお知らせや協力を呼びかけ
る「いじめ０！運動！だより」を児童会が発
行した。

３ 成果と課題
自己肯定感や自己有用感の向上をねらい，

教育活動を進めてきた結果，一般的には高学
年になるほど低下しがちな自尊感情におい
て，著しい低下が見られなくなっている。昨
年度末の児童へのアンケートでも，自己肯定
感，自己有用感の高まりをみることができた。
授業の中では，友だちの考えや作品を褒めた
り，認めたりする発言が，どの学年でも出来
るようになっている。

特別活動においては，今後も異年齢集団の
活動のよさを生かし，子ども同士の「頼り頼
られる」良好な関係を築かせていきたい。
これらの活動や取組を通して，児童の「集団
の高まり」をつくり上げ，学校と家庭・地域が
力強く子どもを支えながら，「なかまと共に伸
びる子」を育んでいきたいと考えている。
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▲ いじめ０！運動！だより

▲ 実態把握アンケートの結果
〈自分のことが好きですか？〉

▲ 実態把握アンケート



１ はじめに
川西市は，兵庫県南東部に所在し，大阪府
との県境に面している。市内小学校は16校
で，児童数は8,069名，市内中学校は７校で，
生徒数は4,121名，特別支援学校は１校で，22
名の児童生徒が在籍している。
本市の抱える教育問題の中で，極めて喫緊
の課題と捉えているのが，不登校の問題であ
る。今日では，家庭環境や地域社会の変化に
伴い，学校が直面する生徒指導上の諸問題も
新たな様相を呈している。
こうした中，本市中学校における不登校生
徒数（以下，不登校数）は，図１のとおり，
増加傾向にあり，生徒の社会的自立にとって
大きな課題となっている。

本市は，不登校を減らすため，平成28年度
から２年間にわたり，文部科学省国立教育政
策研究所から委嘱を受け，「魅力ある学校づ
くり調査研究事業」に取り組んだ。
調査研究としては，不登校状態にある児童
生徒への支援を進める一方で，新たな不登校
を生まない取組を進め，不登校未然防止策を
市全域に波及させていくことが目的である。

２ 川西市の魅力ある学校づくりコンセプト
不登校やいじめを未然に防止するには，全

ての児童生徒が安心・安全に学校生活を送る
ことができ，規律正しい態度で授業や行事に
主体的に参加・活躍できる学校づくりを進め
ていく必要がある。
本市では，不登校数を減らすために，まず，

学校に来ている児童生徒を不登校にさせない
「未然防止」に焦点を絞り，「なぜ，学校に登
校し続けることができるのか」を追求し調査
研究を進め，検証していくこととした。

３ 不登校を新規と継続に分ける

図２のように不登校を新規（白）と継続（黒）
に分けて考えた。
新たな不登校を生まないためには，チーム

学校の同僚性をいかし管理職・教職員が一丸
となって新規（白）を減らすことが必要であ
る。
図３は，平成25年度以降の川西市立中学校

における不登校数を新規（白）と継続（黒）
に分けたものである。
平成25年度以降４年間で毎年80名以上の新

たな不登校が発生していることがわかる。
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特に平成28年度は，過去４年間で最も多い
89名もの新たな不登校が出ている。本研究
は，この新規（白）89名をいかに減らすかが
ポイントである。

４ 不登校データの見える化

図４は，ある学校の中2の不登校の発生状
況を新たな不登校（白）と継続の不登校（黒）
に分け，ブロックを積み上げることで「見え
る化」したものである。「見える化」すること
で新たな不登校がどの時期に発生したか動向
がわかる。各学期の学年全体の実態も把握で
き，学校の取組状況がわかることで，その学
校，その学年にピンポイントで助言ができる。
見える化した図４から分かることは，Ａ中
学校の２学年は，１年修了時に不登校が10名
発生している学年であったが，２年修了時に
は，不登校数が７名になり，３名の減少が見
られた。新たな不登校数は，８名から６名と
なり２名減少，継続の不登校数は，２年生修
了時には１名となった。つまり，１年生修了
時に不登校であった生徒のうち９名が登校復

帰を果たすことができたことになる。しか
し，より分析すると２学期（12月終了時点）
に新たな不登校数が３名だったが，３学期修
了時に２倍の６名となっている。このことか
ら，この学年は，夏休み明けには，不登校傾
向の生徒は増えなかったにも関わらず，冬休
み明け３学期に新たな不登校数が２倍となっ
てしまった。冬休み明け３学期に何か原因が
あったのでは・・・と学年で原因分析し，課
題解決策を立てることができる。私は，平成
28，29年度において，市内全中学校全学年の
不登校について見える化した一覧表を作成
し，その資料の見方・活用方法について，全
教職員へ研修を行った。

５ 意識調査の実施
新規数の増減を観ていく「ものさし」とし

て，子どもの声を聴く調査（意識調査）を年
に４回学期末に小5・6年生，中１・2・3年生
の市内全ての児童生徒に実施した。
意識調査は，

ア 学校が楽しい
イ みんなで何かをするのが楽しい
ウ 授業に主体的に取り組んでいる
エ 授業がよくわかる

の項目について，児童生徒に回答させ，

１ 当てはまる
２ どちらかといえば当てはまる
３ どちらかといえば当てはまらない
４ 当てはまらない

の４件法で聞き取り，特に，「１ 当てはまる」
の回答数に着目し，その増減（調査結果）に
徹底してこだわった。
１年目の研究指定校（Ｈ中学校）では，意

識調査の質問項目の中で特にウ，エの回答に
ついて，「１ 当てはまる」の増減に徹底して
こだわって，授業の工夫改善をすることとし
た。質問項目ウ，エの回答数の数値を高くす
るために研究指定校は，行事，自治活動等，
自己有用感を育む教育活動など，良い取り組
みはそのまま継続し，図５を中心に「わかる
授業づくり」に励んだ。
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▲ 図３ 川西市立中学校不登校発生状況

▲ 図４ 【例】不登校数の見える化

{
}



私は，意識調査のウ・エの結果に着目した。
そして，特に授業者が，対話的な活動を取り
入れ，自分が大切にされている，認められて
いるなど存在感が実感できる「心の居場所づ
くり」に努めることにより，生徒が教師や友
人との心の結びつきや信頼感の中で主体的な
学びを進め，共同活動を通して社会性を身に
着ける「絆づくりの場」となる授業づくりに
努めるよう助言してきた。

６ １年目の成果

研究指定校には，①意識調査の一つの項目
結果にこだわり，全教職員が共通理解を持っ
て取り組んでいるか②客観的データを分析し
実態が把握できているか③新たな取組ではな
く，今やっているよい取組を全教職員がどう
理解してやっているか④今，学校全体で取り
組んでいることが本当に浸透しているかとい
う四つの視点で，繰り返し助言を行った。そ
の結果，図６のように学校全体では，新たな
不登校の抑制に成功することができた。

７ ２年目：全市域に未然防止策を波及

１年目の検証結果を全市的に広め，市内全
中学校で不登校未然防止策を広めた。

図８では，意識調査質問項目のエについて，
市全体平均を示したものだが，どこの中学校
区においても同じように，小学校５年生，６年
生で「当てはまる」の割合（数値）を上げてき
ても中学１年生になったら下がり，さらに中
３まで下がり続けるという傾向が出た。小６
から中１にかけては，学習環境の変化，授業内
容の高度化に伴い，どうしても数値は下がる
傾向にあると考えられるが，私は，この数値に
着目し，「小学校から中学校への円滑な接続が
できれば，この下げ幅は少しずつ良くなるの
ではないか」と市内校長会，教頭会において課
題を示しながら，助言を行った。さらに，学校
長，教頭，学年主任が共にPDCAシートを作成
し修正しながら学校教員一丸となって戦略的
に取り組むよう促した。（図９）
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▲ 図５ わかる授業実現に向けて

▲ 図６ 研究指定校における不登校数

▲ 図７ ２年目の方向性

▲ 図８ 意識調査の傾向



８ 成果：不登校新規数の抑制に成功

２年間，市内中学校７校を中心に不登校未
然防止に重点を置き，取り組んできた結果，新
たな不登校を増やさないことに成功した。図
10においては，平成29年度12月末時点での不
登校数（同一学年との比較）を示したものだ
が，新たな不登校の数は，81名から46名に減
り，43.2％減となり，市内７中学校のうち，６
中学校に新規数抑制の効果が出てきている。
また，平成28年度１年生の不登校新規数は，
46名に対し，平成29年度 １年生は，23名とな

り，前年度の中学１年生と比較しても新規不
登校数を大きく下回るという成果も出た。

９ ２年間のまとめ

①教頭会・校長会での研修の実施
②意識調査の実施・分析
③ＰＤＣＡサイクルでの取組
④不登校未然防止教職員研修の実施
⑤他府県との情報交流
⑥生徒指導・不登校担当教員・学年主任
とのヒアリング

どの学校の教師も毎日，真剣に児童生徒と
向き合い，「居場所づくり」に励み，児童生徒
は，「絆づくり」を行っている。今回の研究で
は，これまで各学校が大切にしてきた取組を
計画的・継続的に見直しするだけで大きな効
果が見られた。見える化したデータを学年教
員で点検し，取組の見直しをすることは，子
どもの内面への共感的理解を深め，実効性の
ある取組を促進する（図11）。それは，生徒と
教師の関係性が良好になり，生徒と教師との
「絆づくり」へも発展していく。
教師は，日々忙しく，やるべきことが多い。

それでも年に３回は，調査をして子どもたち
の声を聴き，大人同士で話し合う時間を持っ
て欲しい。まだまだ，学校で，できることは
たくさんある。これからも未然防止の取組を
着実に進めていきたい。
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▲ 図９ PDCAシートの作成と活用（例）

▲ 図10 ２年目成果：Ｈ28とＨ29.12月末を比較

▼ 主な取組と働きかけ

▲ 図11 川西市の取組のまとめ
〈新しい取組ではなく，今取り組んでいること
が本当に浸透しているか〉



１ はじめに
本校は，秀麗な姿をもつ妙

みょう

見
けん

山
さん

の山麓にあ
り，敷地の隣には飛鳥時代に築かれた16基か
らなる古墳が広がっている。このような生徒
の気持ちを落ち着かせるような抜群の環境に
ある本校は，教育目標を，「福祉のこころ」を
育み，自立して未来に挑戦する生徒を育てる
こととし，多可郡唯一の県立高校として地域
密着型の教育を推進している。１年生では高
校で学ぶ学習の基礎・基本の定着に力を入れ，
２年生から福祉・看護医療系への進学や就職
を目指す生徒が学ぶ「福祉ボランティア類
型」，大学進学を目指す生徒が学ぶ「総合カル
チャー類型」，商業を中心としたスキルを身
につけ，資格を取得し進学や就職を目指す生
徒が学ぶ「情報ビジネス類型」に分かれる。
小規模校の良さを活かし，教員は担当する学
年に拘らず，生徒とコミュニケーションをと
り，生徒情報を共有し指導に当たっている。

２ 多彩な行事と目標

このように主なものを列挙してもその種類
は盛沢山であるが，これらはすべて地域に密
着しながら「福祉のこころ」を育むという終
始一貫した目標を先に据えている。本校内外
での様々な活動，様々な人間との関わりをと
おして，次の３点の「福祉のこころ」の涵養
を目指して取り組んでいる。
①命を大切にし，自他共に認める思いやりの
心

②地域社会を支える共生の心
③受け身ではなく，自発的に物事を考え，地
域に活かそうとする自発の心

⑴ 交流活動やボランティア活動，ふるさと
貢献事業を通して
本校では，次の①～⑤の様々な交流事業や

ボランティア活動等を行っている。クラスか
ら外に出て，生徒一人一人が活躍して得た自
己有用感をクラスに持ち帰り，クラス，学校
全体に還元できるよう心掛けている。
①特別支援学校との交流及び共同学習
本校の生徒が特別支援学校の陶芸等の授業

に参加したり，特別支援学校の生徒が本校の
書道やレクリエーション，英語の授業を一緒
に受けたりした。両校の生徒が打ち解けるの
に時間はかからず，共に助け合う姿勢を育む
場となった。
②ちいきふれあいプロジェクト
地域の公共施設，老人施設，子ども園，小

学校での交流及び清掃活動を学年単位で，ク
ラスの壁を越えて実践した。
③東日本大震災復興支援ボランティア
募金活動から準備，校内プレゼン，現地で

の活動，活動報告プレゼンまで，一貫した自
主的ボランティア活動を行った。
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▲ 「福祉のこころ」を育む年間行事



④地域のイベントの企画・運営や演奏活動
地域の行事（子どもまつり・こんぴら大祭）
の企画・運営や，町内のイベント（ふるさと
産業展・養徳会まつり・社協まつり）などに
参加し，吹奏楽の演奏を行った。
⑤生き方講演会
社会の第一線で活躍されている専門家を講
師に招き，町内中学３年生にも参加を呼びか
けた。参加した生徒にとっては，生き方を考
える貴重な機会になった。
⑵ 多可町議会と高校生模擬議会

地元多可町の町議会と本校生徒による「高
校生模擬議会」を行った。町議会議員の皆さ
んから議会の仕組みや議会に提出する一般質
問通告書について教わり，住みやすい町づく
りについて町議会議員と話し合った。高校生
模擬議会本番では，高校生の質問に町議会議
員が答弁し，またその答弁に再質問をする等，
活発な議論が交わされた。高校生模擬議会で
の質問から「賑わい復活プロジェクト支援事
業」が条例化され，その事業の一つとして，

金比羅神社大祭が復活に向けて動き出した。
今年の金比羅神社大祭では，ボランティア部
が祭りの裏方として活動したり，吹奏楽部が
演奏したりする等，祭りを盛り上げた。地域
の方からは，地域の高校として存在感を感じ
るとの意見をいただいた。高校生模擬議会に
おける取組は，地域貢献に加え，本校の情報
発信においても大変有効であった。

３ 生徒の実態～生徒が抱える課題～
インターネットトラブルを防止するため

に，生徒だけでなく，保護者も一緒にインター
ネットの危険性について考える機会を持って
いるが，SNSに起因する人間関係のトラブル
が発生している。
また，積極的にボランティア活動に参加し，

地域に貢献する生徒が多くいる一方，友達に
対して不用意な発言をして相手を傷つけてし
まったという事案も発生している。
学習指導，生徒指導，進路指導，人権教育

等，教育活動全体を通して，生徒一人一人の
存在や思いが大切にされる学校・学級づくり
を推進し，「自分の大切さと共に他の人の大
切さを認める」という人権感覚を育成するこ
とが重要であると考える。

４ 安心して過ごせる学級づくりへ
そういった現状を踏まえ，安心して過ごせ

る学級づくりを進めるために取り組んだ１年
生の行事として，次の二つがある。
⑴ 校内オリエンテーション週間
４月に入学してきたばかりの１年生全員に

対して，集団行動や学習の仕方等，今後３年
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▲ 東北ボランティア 現地の幼稚園児との交流

▲ 高校生模擬議会の様子

▲ オリエンテーション最後の妙見山登山



間，ひいてはその先の生活にも結びつく物事
の見方・心構えを伝えた。今年度は本校の背
面にそびえる妙見山登山を行った。異なる中
学校から集まってきた生徒たちが同じ苦労と
達成感を味わい，時にはコミュニケーション
をとることで，一気に親近感と仲間意識が生
まれる絶好のチャンスとなった。
⑵ ５月の三者懇談
保護者との連携を密に生徒の成長を支える
ために全学年で５月と７月に三者懇談を行っ
ている。特に５月は，本校に入学して間もな
い１年生にとって，新しくできる友達との距
離感を手探りする楽しみと同時に，実にピリ
ピリとした緊張感をもって過ごす時期であ
る。５月の三者懇談は，新しい仲間とともに
様々な行事を経験し，新年度を順調で明るい
スタートが切れるようサポートするうえで，
大きな役割を果たしている。

５ 学級を超えた取組
⑴ 特に重点として捉えていること
成果の大きさにかかわらず，その成果を認
め，ほめることに重点を置いている。生徒会
活動や，学級委員，文化祭や体育大会でのリー
ダーシップなど諸行事に欠かせないイニシア
ティブをとる機会を３年間でできるだけ多く
経験させたい。小さな集会でも，生徒自治の
重要性を生徒に認識させ，司会を交代で行わ
せる。失敗したとしても，最後までやりきっ
たことを心から褒める。一人一人が主役であ
り，思うように進行できなくても頑張れば，
周囲から賞賛と感謝の声を直に聞こえるよう
に細かな仕掛けを工夫している。
また，本校では，部活動や文化活動で活躍
した生徒の表彰に加えて，ジャンルを問わず
どんなに小さなことでもその勇気や善意の心
を称える「妙見賞」を用意し，全校集会や終
業式等で表彰している。更に，各学年での学
習や行事における功績を表して，良いことに
対してささいなことでもその成果を認めて表
彰したり，披露したりして褒めている。妙見
賞の一例を挙げれば，逃げ出した犬を捕まえ
て飼い主に届けた親切心を称賛したことが
あった。飼い主は，心から感謝しておられた。
⑵ 情報の共有
クラス全体に同じ指示を一斉にしても，そ

の理解度は生徒によって異なる。教室を見渡
せば，色々な工夫が目に留まる。普通掲示物
は後部掲示板に貼るものだが，重要な連絡事
項は正面の黒板の両端に貼り，一日に何度も
目に付くようにしている。教室移動の連絡
や，学習関係以外のイベント募集等の要項は
出入口扉の内側に貼っている。生徒が一様に
指示内容や情報を共有でき，何の迷いなく安
心して行動できる。
⑶ 「いじめ未然防止プログラム」
第１学年でまず取り組むべき課題・目標が，

人間関係の構築，いじめ未然防止，自信獲得
であると考える。そこで心の教育総合セン
ター提供の，生徒の資質・能力の把握に生か
せる「CoCoLo-34」を活用した。
①アンケートの実施・集計及び分析
まず，「CoCoLo-34」アンケート調査を行い，

分析ツールを使って集計結果を打ち出した。
Excelベースで，各カテゴリーと資質・能力の
内容が参照でき，全体の円グラフと各資質・
能力の細かい分布図が用意され，当該集団の
強みと今後の課題（図１），その弱点を補うた
めの授業プランが用意されている。

②課題設定
データをもとに，学年･クラスの課題を設

定した。
１年生は，新しい人・習慣の出会いの中で，

人と仲良くなったり，ぶつかり合ったりしな
がら，自身に問いかけ，悩む時期である。実
際に４月から年が明けた２月になっても，直
接的・間接的なぶつかり合いが絶えない。
③授業プランの立案・実施
そこで，この「いじめ未然防止プログラム」

の中から，生徒の実情に合ったホームルーム
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▲ 学年全体の分析結果



材料を参照し，「考えのクセ」という授業プラ
ンを採用した。それを課題解決に向けた授業
プランに編集して提示するとともに，本校の
生徒に必要なグループワークに変更し，お互
いがヒントを出し合う形式を採った。「考え
方のクセ」が６種類（（ア）感情的決めつけ，
（イ）選択的注目，（ウ）過度の一般化，（エ）
拡大解釈・過小評価，（オ）自己非難，（カ）
白黒思考・完璧主義）に分類され，それぞれ
に分かりやすい例が示されているので，生徒
も把握しやすくなっている。
例えば（イ）の選択的注目には，「友達と楽
しく過ごしたのに，相手が一瞬だけ妙な表情
をしたことが気になって落ち着かない」とい
う具体例が示され，それを読んだ生徒たちが
つい頷いている姿が見られた。６通りの「考
え方のクセ」に共通する傾向は，悲観的・マ
イナス思考という点である。自分に自信がな
く，自己有用感に乏しい生徒が陥る傾向であ
るようだ。そんな生徒が本校には多く見られ
る。授業プランの中で，各自が最も当てはま
る「考え方のクセ」を取り上げ，その「クセ」
のおかげで良かったこと，困ったことを書き
出し，困っている自分自身にかけてあげたい
励ましの言葉を６～８行で書いてみる。この
授業プランでの醍醐味は，個々の生徒の自信
が持てず一番不安に思っていることに対し，
周囲のいろいろな人から励まされるという点
である。授業の最後の活動で，教室内を歩き
回って，自分自身に向けて書き上げた励まし

の言葉を，学級内の４人以上の生徒に気持ち
を込めて言ってもらう。困って悲観的になっ
ている自分が励まされ，口々に「ありがとう」
と頷いて笑顔になった。
④振り返り
今回のホームルームを通して感じたことを

思い思いに綴らせ，各々の生徒が自身の悲観
的な側面を改めて再確認する良い機会となっ
た。普段は深く接することもない人とも励ま
しの言葉をかけ合うという場面は，形式的で
はあるが，そうと分かっていても至極励まさ
れる。生徒の爽やかな表情に，今後の継続し
た授業プランの必要性を実感した。次には新
たな課題を見つけ，その課題解決に向けた授
業プランを練っていく予定である。

６ おわりに
これまでに，本校独自の行事の中で，生徒

が生徒同士，地域の公共施設，町議会との関
わりを持ち，大人から見守られながら，個々
に成長する姿が見られた。そして，CoCoLo-
34の活用によって，学級・集団の中で集団と
してのバランスのとれた活動・共生が各所で
芽吹きはじめた。生徒個人が学級の中で，対
等な人間関係を保ち，自分の有用感，ひいて
は自信をもって過ごせる学級づくりを実現し
つつある。今後の継続した取組に期待すると
ころである。
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▲ 図１ 学年全体の強みと課題

強みとして伸ばしたい

資質・能力

課題となる

資質・能力



１ はじめに
平成29年11月25日（土）に第１回「わだや
マーケット」を開催した。この「わだやマー
ケット」は，地域の方とコミュニケーション
を図ることで生徒の規範意識を向上させると
ともに，地域産業の理解及び産業の担い手と
しての職業観や勤労観を育成することを目的
として実施した。
本校について，「総合学科が何をする学校
なのかわからない」「和田山高校はどんな学
校なんだろう」などという意見をよく聞く。
このことから，本校の教育活動が地域に浸透
していないということがうかがえる。この現
状を打開し，生徒の頑張りを地域の方々に
知っていただくため，平成28年度まで実施し
てきた総合学科発表会を兼ねた行事として，
「わだやマーケット」を本年度初めて実施す
ることとしたのである。

また，「わだやマーケット」では，「産業社
会と人間」や「総合的な学習の時間」といっ
た総合学科の特徴的な授業内容の発表を，こ

れまでの総合学科発表会と同様に行った。さ
らに，地域の方と接する機会を設けるため，
地域特産物等の販売実習を取り入れた。この
ことによって，ビジネス教育に力を入れてい
る本校を地域の方に知ってもらうとともに，
生徒の職業観や就労観の育成を実現すること
ができると考えた。

２ 実施内容
①授業発表・展示
②物品販売
③フードコート
④キッズスペース
⑤ステージ発表
・ＡＳＡＧＯレンジャー隊によるショー
・朝来警察署員の劇
・照福和太鼓クラブによる演奏
・朝来市観光大使金山ゆいさんとキッズダ
ンサー，本校生徒のコラボステージ

⑥献血
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▲ わだやマーケット開会式

▲ 物品販売の様子



物品販売やフードコートでは，香住高校，
但馬農業高校，氷上高校をはじめ市内の企業
や団体からブースの出店の協力を得て，一緒
に販売などの活動をさせていただいた。生徒
同士で過ごす普段の生活とは違い，一般のお
客様と接することで，「お客様に喜んで帰っ
てもらう」という自覚を持って活動に取り組
むことができた。そして，「総合的な学習の
時間」で学習した接遇マナーをしっかりと実
践することができた。
また，「総合的な学習の時間」の学習として，
本事業のロゴマークの作成も行った。

下のロゴマークは，朝来市在住のアート
ディレクター木村淳氏の指導のもと，生徒が
作成したものである。

全校生徒が「わだやマーケット」に携わる
ために，次のように役割分担をした。

さらに，生徒発案の地域活性化企画として
ＡＳＡＧＯレンジャー隊を立ち上げ，「わだ
やマーケット」でお披露目した。朝来市内の
四つの地域と一つの町をモチーフに各キャラ
クターを設定した。今後は，地域のボラン
ティア活動に参加するなど，地域活性化を目
的に活動していく。

お披露目してから初となる活動は，12月10
日に行った和田山町のクリスマス清掃活動で
あった。大変寒い日の活動であったが，この
活動に参加した生徒は，「小さな子どもたち
がＡＳＡＧＯレンジャーを見て，僕たちもあ
んな風に活躍したい」「レンジャーが掃除を
するなら私たちも掃除がんばろ」と思っても
らえたら良いと語っていた。
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▲ ロゴマーク作成の様子

▲ 生徒がデザインしたロゴマーク

 

 
 

 
 

 
 

▲ 生徒発案のＡＳＡＧＯレンジャー隊

▲ 地域の清掃活動



３ 成果と課題
⑴ 来場者数について
本年度から新たにスタートをきった「わだ
やマーケット」。当日は，約750名の来場が
あった。当初の目標を上回り，初年度として
は満足できる来場者数となった。これだけの
お客様に来場いただけたことは，大きな成果
である。多くの人に，和田山高校がどのよう
な取組をしているのかを知ってもらう良い機
会となった。特に，下表で示したように地元
朝来市からの来場者が多く，地元の高校とし
ての和田山高校に対する関心の高さがうかが
えた。しかし，朝来市以外からの来場者数は
少なく，10代の来場者も少なかった。総合学
科発表会やオープン・ハイスクールを兼ねて
いることを考えると，10代の来場者が少ない
ことは今後の大きな課題であり，「わだやマー
ケット」を周知する方法を検討する必要があ
る。例えば，効果の高いポスターの配布数を
増やすなどの対応をしていきたい。

⑵ 来場者の意見について
ご来場者から多くの意見をいただいた。

「明るい挨拶で迎えてもらってうれしかった」
「生徒みんなが明るかった」「若い力をわけて
もらった」など生徒の接客姿勢をほめていた

だく内容が多かった。これは「総合的な学習
の時間」で学習した接遇マナーを生徒が実践
した結果であるといえる。
また，一昨年度に実施した熊本震災現地ボ

ランティア活動後から続けている募金活動と
して，熊本の郷土料理や商品販売を行ったが，
それについても「継続してくれていてうれし
かった」との声があった。
一方，反省・改善点もたくさんいただき，

再考しなければならない課題も多く残った。
「販売開始時間が遅い」「レジが少ない」「案内
表示が少なく，わからない場所があった」と
いう運営上の問題点が多く上がった。さら
に，「もう少し生徒が主体的に」や「生徒にき
びきびとした行動をとってもらいたい」など
の意見もあった。運営上の問題については，
販売時間の再検討，レジや案内表示板の増設
といった対応を生徒と考えていきたい。ま
た，生徒の役割分担を再検討し「全員で作り
上げるわだやマーケット」を意識できるよう
指導したり，活動する内容を増やしたりする
などの対応をする。

４ 今後に向けて
初年度ということもあり，予測できないこ

とがたくさん出てきたことから，どうしても
教員が主導してしまう部分が多かったが，次
年度からは，今回の経験をもとに生徒に任せ
る部分を徐々に増やしたいと考えている。そ
して，「全員で協力する」「みんなで一つのこ
とをやり遂げる」という経験は，生徒を大き
く成長させる。生徒全員が「自らの手でわだ
やマーケットを運営する」という気持ちを
もって協力して作り上げるものにしたい。
今後は，「総合的な学習の時間」や「産業社

会と人間」などの学習の中で課題解決へ取り
組み，「和田山高校と言えば，わだやマーケッ
ト」と言われるように和田山高校を代表する
特色ある活動にしていきたい。
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▲ 来場者アンケート結果（アンケート回収分）

▲ 今年度実施したPR活動


